
鉄筋コンクリートその３鉄筋コンクリートその３

第８回講義第８回講義

建築構造概論建築構造概論



講義内容

１．床スラブ
２．階段
３．壁

４．防水・仕上げ

５．壁式鉄筋コンクリート構造

６．プレキャスト鉄筋コンクリート構造

７．試験



床スラブ
１．床スラブの主筋・配力筋

２．スラブの厚さ

３．配筋上の注意

床スラブはふつう、４辺を大梁
や小梁で支持した長方形スラ
ブで、床の荷重を梁に伝える
とともに、水平荷重をラーメ
ン相互に配分する。

長方形スラブは、両端固定の交
差梁として設計する。



床スラブの主筋・配力筋

長方形床スラブの配筋は、短辺
方向の引張鉄筋を主筋、長辺
方向の引張鉄筋を配力筋とい
う。配力筋は主筋の内側に配
筋する。

短辺方向の短い床スラブでは、
計算上配力筋を必要としなく
ても、ひび割れを防ぎ、荷重
を全体に均等に分布させるた
めに、長辺方向にも鉄筋を入
れる。



床スラブの主筋・配力筋その２
配筋は、一般に構造計算に
よって決められる。

図のB2の部分は、梁の影響を
受けるため、中間の部分に
生じる曲げモーメントより
小さいと考えられる。

B2の鉄筋間隔はA2の鉄筋間隔
の2倍としてよい。長辺方
向の同様である。

鉄筋の末端部は梁に定着する。
床スラブが連続する場合は、
端部の上端筋の間隔を等し
くして、連続させる。



床スラブの厚さ

床スラブの厚さは、短辺有
効スパンLxの1/40以上か
つ8cm以上とし、一般には、
12cm～20cmくらいにとる
ことが多い。



配筋上の注意
１）主筋・配力筋ともD10以上またはΦ9以上（Φ13と混
用して設計するとよい）とする。

２）鉄筋間隔は、スラブ中間部の主筋（A2)で20cm以下、
配力筋（A1)で30cm以下、かつ、スラブ厚さの3倍以下
とし、B1,B2no領域では中間部の2倍としてよい。

３）鉄筋の全断面積はコンクリートの全断面積の0.2%以
上とする。

４）鉄筋の被り厚さは、土に接しない部分は3cmから4cm
であり、接する部分は5cmとする。

５）継手位置として、中間部の主筋・配力筋はB1,B2の圧
縮側で、B1,B2の鉄筋は任意の箇所でよい。

６）引張鉄筋の梁への定着長さは表の値とする。

７）屋根スラブは温度によって、上端が引張られる曲げ
モーメントが生じるため、全面に上端筋を通す



階段

１．側桁式

２．斜めスラブ式

３．片持梁式

鉄筋コンクリート階段は、木造や鉄骨の階段に比べると、
丈夫で形態も自由にでき、かつ、耐火的である。

構造的には傾斜した床スラブと考えて床スラブと同様に
配筋する。



側桁式

階段の幅およびスパンの大
きい場合に最も多く用い
られる形式で、階段スラ
ブの周囲を壁や側桁で支
持するものである。

この場合、４辺固定の長方
形スラブとして、短辺方
向である階段幅の方向に
主筋を、長さの方向に配
力筋を入れる。



斜めスラブ式

階段に側桁を設けない場合
に用いる形式で、一般に
水平距離にして4mくらい
までが適当である。

踊り場の受け梁も省略して
折れ曲がったスラブとし
たり、３辺固定のスラブ
とすることもある。

２辺固定の場合は、配力筋
は荷重を負担しないが、
３辺固定の場合は、荷重
を両方に分担させるよう
に配筋する。



片持梁式

側壁から突き出した片
持梁形式で、一般に、
幅1.5mくらいまでの
階段に使用される。

主筋は図のように入れ、
施工の都合から主筋
をいなづま筋の内側
に入れるようにする。



壁

１．耐震壁

２．カーテンウォール

間仕切り壁、木造、軽量鉄骨、外壁



耐震壁
耐震壁は、一般にラーメン内部の柱および梁に囲まれた壁で、
地震力などの水平荷重を負担するものであり、これに対し
て十分に剛強に設計しなければならない。

壁厚は12cm以上、かつ、壁の内法寸法の1/30以上、ふつう、
縦筋と横筋を格子状に組む。壁が薄い場合は壁心に一列に
組んだ単筋式（シングル配筋）とするが、壁が厚い場合
（普通20cm以上）壁心をはさんで二重に組んだ複筋式（ダ
ブル配筋）とする。

鉄筋はD10以上またはΦ9以上を使用し、その間隔は単筋の場
合30cm以下（平屋35cm以下）とし、複筋の場合でも片面
45cm（平屋50cm）を超えないようにする。

縦筋・横筋のほかに、壁面対角線方向に斜め筋を入れると、
耐震的にきわめて有効である。



耐震壁の
開口部補
強

耐震壁にはなるべく開口部を設けないようにする。

開口部を設ける場合は、その周辺および隅部をD13以
上またはΦ13以上の鉄筋で補強し、開口部周辺に配
筋した補強筋を、梁や柱に十分に定着させる。



カーテンウォール：

空間を仕切るだけの目的で設けられるもの
であるから、かならずしも鉄筋コンク
リート造とする必要はない。木造、鉄骨
造、れんが造、ブロック造、壁パネルな
どのなるべく軽くて機能に適したもので
構成することが望ましい。



間仕切壁
１）鉄筋コンクリート造：壁厚は10cm以上、普通、12cm程
度とし、D10またはΦ9の鉄筋を縦・横とも15cm～30cmく
らいの間隔に入れる。開口部補強は耐震壁にならって補
強する。

２）木造：床スラブ・梁・柱などに木れんが、埋め込みボ
ルトを埋め込むか、木れんがを接着材で張り付け、これ
に土台・壁付き柱などに取り付けて間柱を立て、木造の
間仕切り壁に準じて壁体を構成する。

３）軽量鉄骨材：軽量溝形鋼などを35～45cm間隔に配置し
て骨組みを組み、埋め込みボルトで主体に固定し、壁体
を構成する。



外壁

鉄筋コンクリート造の場合、壁厚はふつう、12cm
以上である。壁はD10またはΦ9の鉄筋を縦・
横とも15～30cmくらいの間隔で入れ、開口部
補強は耐震壁に準ずる。

このほかに、外壁の窓やパネルには、メタルカー
テンウォールも用いられる。



防水

コンクリートは十分な防水性を
もたないので、そのままでは
雨水による漏水や、地下室へ
の地下水の侵入を防いだり、
浴室・便所などの防水・防湿
を完全に行うことができない。

防水：１）コンクリート表面に
不透水性皮膜を形成させるか、
２）コンクリートに防水剤を
混和した防水コンクリートを
使用する。



防水の方法

１）メンブレン防水工事：

アスファルト防水：各種の石
油精製による石油アスファル
ト（耐候性を持つもの）軟質
の厚紙にアスファルトフェル
ト・アスファルトルーフィン
グ・砂付きルーフイングのほ
か、特殊用途の網状アスファ
ルトルーフィング、穴あきア
スファルトルーフィングなど
を用いる。



防水の方法

シート防水：伸びや強さが大
きく、下地の動きに対する追
随性の豊かな合成ゴム系やプ
ラスチック系のシート1層によ
り防水効果を期待する。

塗膜防水：防水下地に合成樹
脂あるいは合成ゴムなどの合
成高分子の溶液またはエマル
ションを、１回または多数買
い塗布、あるいは吹き付けて
防水皮膜を形成する。屋根、
ベランダ、壁、床、地下外壁、
水槽などに施工する。



モルタル防水

コンクリートの表面に防水剤を
混入したモルタルを塗りつけ
る。防水効果があまりよくな
いので室内などの防水に用い
られる。下地からはく離した
り、ひび割れを生じやすいの
で必要に応じてラスを張って
補強する。



シール材による防水

シール材による防水は、構成部材
取合部分・接合目地部分・窓枠
取付周辺などのすきま、ひび割
れ部分からの漏水を防止する目
的で施工される。

シール材には、コーキング材・
シーリング材などがある。

コーキング材：目地部・窓枠回
り・ひび割れ補修に使用

シーリング材：用途はコーキング
と同様であるが、接着性がよく、
使用後長く弾性を保ち、コーキ
ング材よりも優れている。



地下室の防水

地下室では、水圧に耐える防水層
を考える必要がある。防水方法
には外防水と内防水がある。

１）外防水：構造主体の外回りを
防水層で囲む方法で、床の捨て
コンクリート上や、れんがまた
はコンクリートの防水下地壁の
内側に防水層を施した後、構造
主体を施工するもので、水圧に
対しては有利であるが、施工後
の補修はほとんど不可能である。



地下室の防水その２

１）内防水：構造主体の内側に防
水層を施す方法で、施工も容易
で工費も安く、施工後の修理も
可能であるが、水圧に対しては
不利であり、水圧に十分に耐え
るだけの防水層押さえがなけれ
ばならない。

水圧が特に大きい場合は鉄筋を入
れて補強する。

地下室が地盤面よりかなり低い位
置に設ける場合、地下水による
水圧を考えると外防水がよい。



仕上げ計画 鉄筋コンクリートの仕上げ
は、打放しコンクリート
は別に、各種の塗り仕上
げや張り仕上げがある。
次の点に留意し、材料の
性質や経済性を考慮して
決められる。

１）各部に要求される性質
に適合すること

２）主体によく密着し、は
げないこと

３）断熱性がよいこと

４）建築物の性格に適合し、
全体としての釣合いがと
れていること



仕上げ材料

１）石材

２）れんが

３）タイル（磁器質タイル、せっ器質タイル、陶器質
タイル）

４）左官材料（漆喰塗り、石膏プラスターなど）

５）塗料（油性ペイント、ラッカー、エナメル、ワニ
ス、合成樹脂ペイントなど）



外部仕上げ

１）モルタル塗り

２）人造石塗・テラ
ゾー現場塗

３）タイル張り

４）石張り



内部仕上げ
１）床仕上げ

２）内壁

３）幅木・天井回り縁・見切り
縁・コーナービート

４）天井

開口部

１）金属製建具の種類

２）金属製建具の構造

３）金属製建具枠の取り付け

階段回りの仕上げ

１）踏面の仕上げ

２）てすり



壁式鉄筋コンクリート構造
壁とスラブを一体に構成する
形式で、室内に梁形や柱形
が突き出ないので、施工が
容易であり、空間利用上都
合がよい。

この構造形式は地上5階以下、
軒高16m以下、各階高3m以
下とする。

平面形が不整形な建築物や積
載荷重の大きな建築物には
適さない。



壁式鉄筋コンクリート構造その２
鉛直荷重と水平荷重に有効に
働くためには適当な長さと
壁厚が必要となる。

１）耐力壁の実長（水平断面
の長さ）は、その部分で高
さの30%以上かつ45cm以上を
積算した値。

２）耐力壁の厚さは、表の値
以上、配置は梁間・桁行方
向ともに釣合いよく、壁量
は表に示す値を確保しなけ
ればならない。



壁式鉄筋コンクリート構造その３
耐力壁の補強筋はD10またはΦ9以上を用い、間隔は見付け
面積に対して縦筋・横筋とも30cm以下とする。ただし、
複筋とする場合は片側の縦筋・横筋の間隔は45cm以下と
することができる。

耐力壁の端部・取合部分・開口部の周囲および隅角部分は、
最低D13以上またはΦ13以上の鉄筋を用いて補強する。

耐力壁を相互に連結する壁・壁梁・基礎つなぎ梁は、耐力
壁の浮上がりや転倒を防ぐ主要な役目をもっている。

壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上、せいは原則として45cm以上
とする。屋根スラブ・床スラブも剛強な構造とする。



プレキャスト鉄筋コンクリート構造

主要な構造部分を工場生産によるふつうの鉄筋コン
クリートまたはプレストレストコンクリート部品
で組み立てる構造、基礎は現場打ち鉄筋コンク
リート造とする。

１）柱・梁を主体とする軸組を組み立て、壁・床な
どの部品を取り付けて構造体を作るもので、耐震
上柱間隔に制約がある。



プレキャスト鉄筋コンクリート構造

２）床パネル・壁パネルを組
み立てて構造体をつくるも
の、耐震上から壁の位置が
制約され、窓面積も一般に
小さくなる。

接合部：壁パネルの周辺から
突き出させた鉄筋または鋼
板を溶接または鋼力ボルト
などの締め付けで組み立て、
その隙間にモルタルやコン
クリートを充填する。接合
面の防水施工に注意。



鉄筋コンクリートその３まとめ

１．床スラブ：主筋・配力筋、床スラブの厚さ

２．階段：
３．壁：
４．防水・仕上げ：
５．壁式鉄筋コンクリート構造：
６．プレキャスト鉄筋コンクリート構造：


